
30 ビジネスコミュニケーション 2012 Vol.49 No.1

NTT西日本の

て、更なる普及拡大に向けた新たな

サービスメニューの提供・機能拡充

の開発、お客様の増加に対応した設

備増強の開発などを行っている。以

下に我々の取り組み例を紹介する。

（1）二段階定額サービス「フレッ

ツ光ライト」の提供

『インターネットをこれから始めた

いが毎月どの程度利用するかわからな

い』、『インターネットを利用している

が利用する機会が少ない』といったお

客様のご要望にお応えするために、ご

利用の通信量に応じた二段階の定額料

金でご利用いただけるインターネット

接続サービス「フレッツ 光ライト」

の開発に取り組み、平成24年1月から

提供開始を予定している。

（2）「フレッツ・ジョイント」の提供

アプリケーションサービス提供事

研究開発スタイルを革新しながら更

なる成果の価値向上を図るように

「R&D成果の実践的応用」に取り組

んでいる（図１）。

本稿では、それぞれの取り組みの

概要について紹介する。

NTT西日本の光ブロードバンドサ

ービス「フレッツ光」（インターネッ

ト接続サービス）は、平成23年11月

に契約数700万回線を突破した。

研究開発センタでは、「フレッツ

光」の普及拡大に貢献すべく「実用

化開発」に取り組んでおり、フレッ

ツ光ネクストを主な開発対象とし

NTT西日本研究開発センタでは、

質の高いサービスをタイムリーにお客

様に提供するため、事業に密着した研

究開発を行っているが、その取り組み

は、お客様へサービスの安定的な提供

と拡充を目的とした「実用化開発」と、

フレッツ 光ネクストの機能を活かし

た新たなサービス等を実現する基盤技

術の創出を目的とした「提案型研究開

発」の2つに大別される。

また、研究開発センタのNTT西

日本グループ内でのあり方として、

“NTT West Innovational Brains”

という将来ビジョンを掲げ、自らの

NTT西日本研究開発センタでは、より多くのお客様に安心して便利にご利用いただける多彩なサービスを実現するための
研究開発を推進している。本稿では、「実用化開発」と「提案型研究開発」の取り組み状況及び、R&D成果の実践的応用
状況について紹介する。
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業者様からお預かりした「家庭やオ

フィスのデジタル機器にアクセス可

能なソフトウェア」をフレッツ 光

ネクストを通じてホームゲートウェ

イに配信する「フレッツ・ジョイン

ト」の開発を実施し、平成 23年８

月から提供を開始した。

サービス事業者様に、デジタル機

器とインターネット上のアプリケー

ションサービスを簡易に接続できる

サービス基盤を提供することで、新

規ビジネスの拡充につなげている。

（3）IPv6インターネット接続サー

ビスの提供

これまで広く利用されてきたIPv4

アドレスの枯渇に伴い、今後はIPv6

アドレスを活用する必要がある。

従来の IPv4によるインターネッ

ト接続機能に加えて、IPv6アドレ

スによるインターネット接続機能の

開発を実施した。

トンネル方式によるIPv6 PPPoE

接続機能を平成23年６月から、ネイ

ティブ方式のIPv6 IPoE接続機能を

平成23年７月から提供を開始した。

「フレッツ 光ネクスト」の提供エ

リアは平成 22年度末に既存光化エ

リアの100％をカバーし、更なるエ

リア展開を実施している。今後は高

速で高信頼のフレッツ光 ネクスト

の特徴を活かした高付加価値サービ

スをお客様に提供することが求めら

れる。我々は将来のお客様の要望を

先取りし、新しいサービスの実現に

向けた「提案型研究開発」に取り組

んでいる。

具体的には、クラウドやスマート

コミュニティーサービスの研究開発

を推進するとともに、今後のトラフ

ィックの変化に対応するため、柔軟

性と経済性を両立するネットワーク

の検討を行っている。

（1）クラウドコンピューティング

の推進

NTT西日本グループは平成23年

３月に「Bizひかりクラウド」サー

ビスを開始し、クラウドビジネスに

本格参入した。研究開発センタでは

長年培ったNW・サーバー開発技術

をもとにユーザーの立場に立った

「NTT西日本グループならでは」の

クラウドサービスを提供するための

技術開発に取り組んでいる。

（2）スマートコミュニティーの実現

NTT西日本グループは地球環境

保護を企業としての重要な責務と捉

え、環境経営を推進している。研究

開発センタでは低炭素型ライフスタ

イルを目指すスマートコミュニティ

ー構想の実現に向けた様々な研究開

発に取り組んでいる。

（3）新しい価値を提供するネット

ワークの検討

クラウドサービスの浸透、スマート

フォンの爆発的な普及およびインター

ネット上の映像配信の広帯域／高品質

化等によるトラフィック増へ対応する

ため、研究開発センタではアーキテク

チャー変更も視野に入れたネットワー

クの高度化に取り組んでいる。

さらに、NTT西日本グループは、

フレッツ光の普及拡大とARPU向上に

向け「フレッツ光×Wi-Fi」をコンセ

プトに、Wi-Fiを中心とした「家デジ」

サービスの充実化を図っている。この

ような状況を背景として、研究開発セ

ンタでは、公衆無線LANのアクセス

ポイントからフレッツ光サービスを利

用可能とする技術や、宅内および公衆

無線LANにおいてWi-Fi接続をより簡

易に行うサポート技術、及びWi-Fi普

及時に想定される電波の混雑による通

信品質劣化を抑制する技術等、より便

利で快適な「フレッツ光×Wi-Fi」サ

ービスの提供を実現するための様々な

研究開発に取り組んでいる。

研究開発センタでは、研究開発の

実践フィールドとしてオフィスエリ

アにおいて「R&D成果の実践的応

用」に取り組んでいる。

具体的には、先進技術を活用した

研究開発成果をオフィスエリアに取

り入れ、①開発成果を活用する、②

開発成果を見せる、③先進的研究開

発を支える、ことができるよう実践

的に応用している。

この取り組みを行うことで、業務

スタイルの転換や生産性向上による

効率化を図るとともに、R&D施策

をラボレベルで終わらせることな

く、サービス化に向けた運用上の課

題抽出とその改善策についてR&D

へフィードバックを行っている。
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